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オース トラリヤ北西岸 トロール漁場の季節変化について

阿 部 茂 夫

Studies of the Seasonal Change on the Trawl Grounds 

       off the North-West Coast of Australia

Shigeo ABE

   The author has studied the seasonal change in the oceanographical and 

fishing conditions on the trawl grounds off the northwest coast of Australia 

on the basis of the report on the research performed by the training ship of 

the author's university the "Nagasaki Maru" on the same fishing grounds in 

August 1966 (dry season), and on the basis of the report and the data on the 

research carried out by the "Oshoro Maru" of Hokkaido University Faculty of 

Fisheries on the same grounds in December 1962 and December 1963 January 

1964 (wet  season). 

   1. In the sea areas of fishing grounds, the water temperature at the surface 

level was  26.5°C  - 28.5°C in the wet season, and 5.0°C lower in the  ary season. 

   2. The temperature at the bottom level in the same areas was 23.5°C - 27.0°C 

in the wet season, and  21.0°C  -  22.5°C in the dry season. 

   3. The isotherms were closely distributed in the wet season, whereas 

sparsely in the dry season. The temperature in the wet season was higher 

near the coast and lower off the shore, but contrary to this, that in the dry 

season was lower near the coast and higher off the shore. 

   4. In the wet season there was a deep intrusion of offshore water masses 

close to the fishing grounds, but in the dry season there was a predominant 

covering of littoral water masses over  the fishing  grounds. 

   5. In a good fishing ground in the wet season, the temperature at the 

bottom level was 24.  C°C-25.0°C  and the salinity was  35.00%  35.20% and in a 

good fishing ground in the dry season, the temperature at the bottom level 

was  22.0°C  -  22.5°C and the salinity was  35.40%  -  35.50% 

   6. In the wet season the area off Legendre Island made a good fishing 

ground, and in the dry season the area off Cape Touin turned to be a good 

fishing ground.
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　オーストラリや北西岸のトロール漁場は1959年に開拓され約5ケ年間日本のトローラー

が稼動したが，現在は出漁していない．然し今後再び利用されるであろうということは予

想されている1）．

　筆者は1966年8，月本学練：習船長崎：丸により行われた同漁場の調査報告2），1962年12月及

び1963年12月～1964年1，月北海道大学水産学部練習船おしょう丸により行われた同漁場の

調査報告3），及び資料4・5）に基づき，同漁場の海況及び漁況の季節変化について検討した．

　　　　　　　　　　　　　　資料及び方法

　オーストラリや北部では四季の区別が判然としないため，5月～9月までを乾季11，月～

2月までを雨季と称している．従って長崎：丸が8月に行った同漁場調査は季節的に乾季の

調査であり，おしょう丸が行った12月，1月の同漁場調査は雨季の調査である．

　乾季に行われた13点の海洋調査及び14点の漁業調査2）と雨季に行われた42点の海洋調査

及び35点の漁業調査3・4・5）の資料に基づきオーストラリや北西岸の海況及び漁況の季節変

化について考察した．

　　　　　　　　　　　　　　結　果　及　び　考　察

　1．海況について

　表面の水温については雨季の表面水温分布をFig．1に，乾季の表面水温分布をFig．2

に図示した．

　雨季には東方より温水塊が漁場付近に入り込む傾向を示しているが乾季にはLegendre　I．

北方に北より温水塊が入り込んでいる．

　漁場を形成している海域の水温は雨季には26．5。C～28．5。C，乾季には22．0。C～

23．5。Cで，乾季には雨季より約5．0。C低温である．

　温度分布傾向は雨季乾季ともに沖合が高温で沿岸が低温である．

　塩分については雨季の表面塩分分布をFig．3に，乾季の塩分分布をFig．4に図示し

た．

　塩分分布は雨季，乾季共に同じ傾向を示し沖合は低動水であり沿岸よりに高砂水の張り

出しが見られる．千度は35．20％より35　．60％oで両鮮碧にほぼ同じ，である．

　海底の水温については雨季の海底水温の分布をFig．5に，乾季の海底水温の分布を

Fig．6に図示した．雨季にはLegendre　I．沖合に沿岸より北又は北西に張り出す顕著な

温水塊が認められる．乾季にはCape　Thouin沖合に沿岸より沖合に向う冷水塊が認めら

れ北北西に張り出している．

　漁場を形成している海域の海底水温は雨季には23・5。Cツ27・0。C・乾季には21・0。C～

22．50Cで乾季には雨季より2．5。C～4．50C低温である．

　又最高水温と最底水温の差は雨季では5．5。C乾季では1．5。Cである．即ち雨季には等温

線が密に分布しているのに反し乾季には粗である．又雨季は沿岸が高温，沖合が低温であ

るが乾季には逆に沿岸が低温，沖合が高温である．

　塩分については雨季の海底塩分分布をFig．7に，乾季の塩分分布をFig．8に図示し

た．
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Fig．　1．　Horizontal　distribution　of　water

　　　temperature（OC）　at　surface　level　in　wet

　　　season　．

Fig．　2．　Horizontal　distribution　of　water

　　　temperature　（OC）　at　surface　level　in　dry

　　　season　．

3S．20 　　　3S．30

N，鑑。

¢；t　S“VLegFndre　1，

命　6

C，Thouin

AUSTRALIA

o「ゾ

116“E 11引E 11団E

1げS

20“s

（lll）×3s・so

R
・
］
e

21e

’　11　8Vd

o　pE5Legendre　T．

co　Oo

ilillo

CJheuLn

i，rv

AUSTRALIA

1ずs

20’r

り

21S
120E 11げE 117t 11ぽE 11ずE 126E

Fig．　3．　Horizontal　distribution　of　salinity

　　　（％o）　at　surface　level　in　wet　season．

Fig．　4．　Horizontal　distribution　of　salinity

　　　（％o）　at　surface　level　in　dry　season．
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Fig．　5．　Horizontal　di＄tribution　of　water

　　　temperature　（OC）　at　bottom　level　in　wet

　　　season　．
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Fig．　6．　Horizontal　distribution　of　water

　　　temperature　（OC）　at　bottom　level　in　dry

　　　season　．
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Fig．　7．　Horizontal　distribution　of　salinity

　　　（％o）　at　bottom　level　in　wet　season．

Fig．　8．　Horizontal　distribution　of　salinity

　　　（％o）　at　bottom　level　in　dry　season．
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等塩分線は両季共に等温線 と同 し傾向を示 している 即ち而季には35 40‰ の高鍼水塊

か西から東へ張 り出 してお りその伸合は35 00‰程度の 低鍼水 となってお り,乾 季 には

35 40‰ ～35 60‰ の高触水塊か覆っている.オ ース トラリヤ北西岸仲合の塩分は35 00‰

程度てあり,又 水の塞発の激 しい所ては自然塩分か多 くなると言われておる6)従 って沿

岸水か高鍼 とな り,循 環のはけしい沖合水か低鍼になると考え られる 然 しイン ト洋中央

部ては36 40‰程度て高触てある6)

水温,塩 分の分布 より考察すれは而季には沖合の水塊か角場付近 まで入 り込んているか

乾季には沿岸性水塊か広 く魚場を覆っている。

2漁 況について

而季にはLegendreI沖 に顕著に現われる高温,高 触水塊の沿岸より沖合北方への張

り出しと,Cape Thouin沖 て東北東 より西南西に向 う低温,低 触水塊の突込みか漁場形

成の要因をなしてお り,水 温は24 0℃ ～25 5℃ 塩分は35　 00‰～35 20‰ の海域て漁獲か

多 く3),乾 季にはCape Thouin沖 て北北西に張 り出す冷水塊か漁場形成の要因をな して

お り,水 温は22 0℃ ～22 5℃ の間て塩分は35 40‰～35 50‰ の海域か好漁場てある2)

而季の好漁場形成の要因の一つてあるLegendreI北 方の仲合i生の高温,高 鍼水塊は

乾季には消滅 し,乾 季には漁場付近は沿岸性の水塊に覆われCape Thouin仲 の低温,低

鰍水塊か漁場形成の要因をな している.即 ち而季にはLegendreI仲 か好漁場てあるか

乾季にはCape Thouin沖 か好漁場 となる.又 好漁場の侮底水温については而季は乾季よ

り20℃ ～30℃ 高温であり塩分は030‰ ～040‰ 低鰍てある.

要 約

1漁 場を形成 している海域の 表面水温 は雨季には26 5℃ ～28 5℃ て乾季 には約

0℃ 低温 となる.

2漁 場を形成 している海域の海底水温は雨季には23 5℃ ～27 0℃ て乾季には45℃

～25℃ 低温 となる.

3海 底の温度傾向は雨季には等温線か密に分布 しているのに反 し乾季には粗てある.

又雨季には沿岸か高温てあり沖合か低温てあるか乾季には逆に沿岸か 低温てあり沖合か高

温てある

4雨 季には仲合の水塊か漁場付近 まて入 り込んているか 乾季には沿岸性の水塊か広 く

漁場を覆 っている.

5雨 季の好漁場の侮底水温は24 0℃ ～25 5℃ 塩分は35　 00‰～35　20‰てあり,乾 季

の好漁場の侮底水温は22 0℃ ～22 5℃ 塩分は35 40‰～35 50‰ てある

6雨 季 にはLegendreI沖 か 好漁場てあ るか乾季にはCape　 Thouin沖 か 好漁場 と

なる
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